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浜内科クリニック様 （東京都渋谷区）

7年前に開業された浜内科クリニック院長の濱先生は、20年
に及ぶ臨床経験をもとに、高脂血症・高血圧・糖尿病などの慢
性疾患治療を中心に、地元に密着したホームドクターとして、
地域住民の健康維持に努めています。
2011年11月には、頚部血管検査のための超音波診断装置と
して「CardioHealth Station」を導入。動脈硬化によって引
き起こされる脳梗塞、心筋梗塞などの合併症のリスクを判定
し、投薬と食事療法を通して重症化の予防に役立てています。
ただ、患者さんに、食事や喫煙など長年の生活習慣を改めて
もらうのはなかなか難しいもの。そこで、「CardioHealth 
Station」の検査結果をプリントして渡すことで、患者さんに本
気で生活習慣の改善に取り組んでもらうための説得材料とし
ても活用しています。重篤な病気の元凶となる動脈硬化の症
状を早期に発見し改善していくことがかかりつけ医としての大
切な役割とおっしゃる濱先生。「CardioHealth Station」は
その心強い味方となっています。
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IMT※1の自動測定で動脈硬化の早期発見・治療を図り、
重篤な合併症予防に効果を発揮しています。
院長  濱 英永 先生

浜内科クリニック  東京都渋谷区西原3-2-4  丸幸ビル2F

超音波診断装置 GM-72P00A
医療機器認証番号 223ABBZX00097000

特定保守管理医療機器 

開業前、市中病院に勤務されていた当時、濱先生は半日4時間
で50～60人の患者さんを診ていたため、1人当たりの診察時間
は3分程しかなく、じっくり話を聞く時間がありませんでした。今は
患者さんと向き合う時間を大切に、予約なしでも来られる風通し
の良いクリニックを目指しています。

東京都
渋谷区

浜内科クリニック

●開業：2007年
●院長：濱 英永先生
●診療科目：内科、糖尿病内科
●職員数：医師1名、看護師2名、事務員2名

ABI検査（足関節上腕血圧比）は足首と上腕の血圧を測定し、その比率（足首収縮期血圧÷上腕収縮期血圧）を計算したものです。
動脈の内膜にコレステロールを主成分とする脂質が沈着して内膜が厚くなり、
粥状硬化ができて血管の内腔が狭くなる「アテローム動脈硬化」の進行程度、血管の狭窄や閉塞などが推定できます。

動脈硬化が進んでいない場合、横になった状態で両腕と両足の血圧を測ると、足首のほうがやや高い値を示します。
しかし、動脈に狭窄や閉塞があると、その部分の血圧は低下します。
こういった動脈の狭窄や閉塞は主に下肢の動脈に起きることが多いため、
上腕と足首の血圧の比によって狭窄や閉塞の程度がわかります。

動脈硬化の早期発見・治療
（多面的に動脈硬化の症状を検査）

生活習慣改善指導
（検査結果レポートを提供）
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このカタログの記載内容は
2013年3月現在のものです。

CardioHealth Stationの特長
信頼性・再現性を確保2
装置操作者の技術の影響を低減し、画像調整の影響を受
けずに信頼性と再現性を確保しながら短時間で測定が可能
です。

タッチパネル式でコンパクト3
重量約13kg、省スペースに適したコンパクト設計で、タッチ
パネルにより操作が簡単。

リスク判定レポートを作成4
心血管疾患の各種危険因子の検査値を入力し、脳卒中および冠動
脈疾患のリスク判定が可能で、IMTやプラーク検査結果も示したレポ
ートを活用して予防指導が可能です。

5種類の自動測定によりIMT測定のワークフローを改善。

従来の計測

心電計を装着

プローブを当てる

頚動脈を描出

手動で領域設定

計測良否を判断

拡張末期の画像を選択

IMT境界をトレース

レポート作成

超音波診断装置導入事例／浜内科クリニック様
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頚動脈エコー検査が簡単にでき、プローブの位置や角度も記憶する点が気に入りました

導入の決め手

浜内科クリニックでは、以前からABIによる動脈硬化検査を行っ
ていましたが、頚動脈エコー検査も診断データとして非常に有効
と考え、超音波診断装置を導入することにしました。ただし、自分
自身の手で測定すると誤差が生じるおそれがあるため、操作卓
による煩雑な操作を必要とせずに自動測定できる装置を探して
いました。そんな折、医学雑誌で「CardioHealth Station」の
広告を見て興味を持ち、デモンストレーションを依頼。「熟練度に
頼らず自動で測定でき、しかも、測定時のプローブの位置と角度
まで記憶してくれる機能がとても優れていると思いました。定期

的に同じ患者さんを検査す
る時に欠かせない機能で
す 」と濱 先 生 。頚 動 脈 エ
コーの経験の少ない医師
でも、スピーディーに測定
できるので、動脈硬化性疾
患の患 者さんが多いクリ
ニックでは大変重宝するは
ずとおっしゃいます。

患者さんが生活習慣病の治療を続けるモチベーションとなるよう活用しています

導入のメリット

診察室で「CardioHealth Station」を操作する濱先生。
検査中の患者さんからも見やすい高さの可動式ラックは
先生自ら探して見つけられたそうです。

年か後に発症するかもしれない重病を未然に食い止める手がか
りが増えると考えます。こうした予防医学になくてはならない診断
装置として、これからも活用していきたいと期待を込めて語ってく
ださいました。

病院勤務時代に、動脈硬化が進行して脳梗塞や心筋梗塞を発
症した患者さんをたくさん診てきた濱先生は、投薬や食事療法
により合併症を未然に食い止めることが最も重要と考えていま
す。しかし、生活習慣病は中高年の患者さんが多く、食生活など
の 意 識 改 革 が 容 易 でな いことも事 実 。そこで 濱 先 生 は

「CardioHealth Station」の測定結果をプリントしてお見せ
することで、動脈硬化の状態を納得してもらう材料にしていま
す。「過去の検査結果と時系列で比較して、写真やグラフでわか
りやすく見せることで説得力に大きな差が出ます。症状がどれく
らい改善されたかがひと目でわかるので、『これからも頑張りま
しょう!』と患者さんのモチベーションを高めるのに大変役立って
います」と濱先生。「CardioHealth Station」は、信頼性の高
いデータが簡単に得られるので、それらを分析していくことで、何

※1：IMTとは、Intima Media Thicknessの略で、動脈の内中膜複合体厚を意味する。IMTの肥厚は、心筋梗塞や脳卒中の発症・再発率と相関を示すことから近年心血管イベントの予測因子として高く評価されている。

心血管疾患リスク判定レポート
心血管疾患の各種危険因子の検査値を入力
し脳卒中及び冠動脈疾患のリスク判定が可
能。IMT・プラーク測定結果、心血管リスク判定
と共に、前回との比較による予防指導も可能。

NIPPON
DATA80

を採用

NIPPON DATA80とは
1980年から30歳以上の循環器疾患基
礎調査対象者約1万人を死亡追跡して
いる日本を代表する疫学追跡調査です。

※本装置内蔵 NIPPON DATA80
　監修　滋賀医科大学    上島弘嗣 先生
　　　　放射線影響協会 笠置文善 先生

NIPPON DATA80とは
1980年から30歳以上の循環器疾患基礎調査
対象者約1万人を死亡追跡している日本を代表す
る疫学追跡調査です。
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●製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なる場合があります。●画面はハメコミ合成のイメージです。


